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い
ま
一
番
必
要
な
の
は
業
務
量
に
応
じ
た
職
員
配
置
と
長
時
間
労
働
の
是
正

「これ以上の職員数削減は限界」
　

９
月
１
日
、
府
当
局
は
、
平
成
30
年

〜
34
年
度
の
「
職
員
数
管
理
目
標
」
を

公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
「
職
員
数
管
理
目
標
」
に

従
っ
て
、
職
員
数
を
削
減
し
続
け
、
大

阪
府
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
「
ス
リ

ム
な
自
治
体
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

回
の
目
標
で
は
「
こ
れ
以
上
の
職
員
数

削
減
は
一
定
の
限
界
を
迎
え
つ
つ
あ

る
」
と
し
、「
府
政
の
重
要
課
題
へ
の

対
応
」「
円
滑
な
組
織
運
営
」
の
た

め
、
こ
れ
以
上
の
削
減
を
行
わ
ず
、
現

状
の
８
４
６
５
人
を
上
限
と
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
の
団
体
交
渉
等
で
、
府
職
労

は
一
貫
し
て
リ
ア
ル
な
職
場
実
態
を
示

し
、
こ
れ
以
上
の
削
減
は
や
め
、
業
務

に
必
要
な
職
員
を
増
員
す
る
よ
う
求
め

続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
声
も
一

定
反
映
し
、
目
標
で
は
「
人
員
削
減
の

余
地
が
縮
小
し
て
い
る
」
こ
と
や
「
時

間
外
勤
務
を
行
っ
た
職
員
の
割
合
は
平

成
22
年
度
以
降
増
加
傾
向
」「
病
気
に

よ
り
休
職
し
た
職
員
の
割
合
に
つ
い
て

も
増
加
傾
向
」
な
ど
を
踏
ま
え
、
削
減

を
行
わ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
法
改
正
に
よ
り
児
童
福
祉

司
（
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
）
が
約
70
人
不

足
し
て
お
り
、
各
職
場
の
「
人
が
足
り

な
い
」
実
態
は
ま
っ
た
く
解
消
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
大
阪
経
済
の
成
長
、
府
民

福
祉
の
向
上
、
府
民
の
安
全
・
安
心
の

た
め
に
は
、
大
幅
な
職
員
増
こ
そ
必
要

で
す
。
府
職
労
は
引
き
続
き
、
交
渉
等

で
追
及
し
、
取
り
組
み
を
強
化
し
ま

す
。

「
大
阪
府
庁
版『
働
き
方
改
革
』第
２
弾
」を
公
表

「
大
阪
府
庁
版『
働
き
方
改
革
』第
２
弾
」を
公
表

識者の意見 大学教授など識見を有する者から意見聴取を行い、概ね妥当であるなどのご意見を頂いた。

Ⅱ 今後の府政の方向性と職員数管理の課題Ⅱ 今後の府政の方向性と職員数管理の課題

■職員数管理の課題
１．府政の重要課題への対応

３．組織運営上の懸念
　 　年間360時間を超える時間外勤務を行った職員の
割合はH22年度以降増加傾向にあり、H28年度は減
少に転じたものの、依然として高水準で推移してい

る。また、病気により休職した職員の割合についても
増加傾向となっている。

■府政運営の方向性
　 　「成長と安全・安心のよき循環」による「豊かな大阪」の実現をめざして、
大阪の成長と安全・安心の実現に取り組む。

２．職員数削減余地の縮小
　 　長年の行財政改革の取組みの中で、指定管理者の
導入や出先機関の統廃合など大規模な人員削減が見

込めるものは概ね実施していることに加え、業務の効
率化による人員削減の余地が縮小している。
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病気により休職した職員の割合の推移

　これ以上の職員数削減は一定の限界を迎えつつある。今後は、事務事業の見　これ以上の職員数削減は一定の限界を迎えつつある。今後は、事務事業の見
直しや事務の効率化等による組織のスリム化の取組みを継続しつつ、府政の重直しや事務の効率化等による組織のスリム化の取組みを継続しつつ、府政の重
要課題への対応のために必要な人員配置を行うとともに、円滑な組織運営とい要課題への対応のために必要な人員配置を行うとともに、円滑な組織運営とい
う観点も踏まえた職員数の管理が必要。う観点も踏まえた職員数の管理が必要。

■目標

■管理手法
　 　大阪の成長と府民の安全・安心を担う人材を確保
するため、幅広い視野と専門領域を持つ人材を計画
的に採用するとともに、豊富な知識・経験を有する再
任用職員を積極的に活用することにより、大量退職
期においても組織の効率性を低下させることなく、
全国トップクラスのスリムな組織体制を維持する。

　 　万博誘致、統合型リゾート（IR）の立地推進など
のため、一時的に既存業務の効率化等により、単年
度で吸収できない程の大規模な行政需要が発生した
場合は、複数年度で職員数を管理する。
　　※ 新たな大都市制度が実現した場合は、「職員数

管理目標」を見直す。

■目標期間　平成30年度～平成34年度の５年間

職員数管理目標職員数管理目標

大
幅
な
職
員
増
こ
そ
必
要
！

大
阪
経
済
の
成
長
、府
民
福
祉
の
向
上
、

大
阪
経
済
の
成
長
、府
民
福
祉
の
向
上
、

府
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

府
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に

職員数管理目標職員数管理目標（抜粋）（抜粋）

Ⅲ 職員数管理目標Ⅲ 職員数管理目標

①大阪の成長への対応

　副首都・大阪を目指して、都市インフラなど機能面と、
それを支える大阪にふさわしい大都市制度など制度面の
取組みを進めるとともに、大阪・関西のみならず日本全
体の成長に向け起爆剤となる2025日本万国博覧会の誘致
と統合型リゾート（IR）の立地推進に取組む必要がある。

②府民の安全・安心への対応（法改正等）

　児童福祉法の改正に伴い、児童福祉司
（ケースワーカー）を計画的に増員する
必要がある。
　※ 別途、児童心理司の配置の努力義務
あり

H30年度からH34年度の職員数管理目標は、8,465人（H29年度当初グロス職員数※）を上限とする。

※ グロス職員数＝常勤職員数（フルタイム再任用数含む）＋常勤換算後の短時間再任用数

　

９
月
11
日
、
府
当
局
は
「
大
阪
府
庁
版

『
働
き
方
改
革
』
第
２
弾
」
の
メ
ニ
ュ
ー

の
一
つ
で
あ
る
咲
洲
庁
舎
に
お
け
る
昼
休

み
（
休
憩
時
間
）
の
柔
軟
な
設
定
に
つ
い

て
」
提
案
し
ま
し
た
。

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
安
易
に
休
憩
時
間
を
柔
軟
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
状
で
も
「
仕
事
が

忙
し
く
昼
休
み
が
取
れ
な
い
」
と
い
う
状

況
が
あ
る
も
と
で
、
休
憩
時
間
を
曖

案



＜３＞ 第2066号　（第三種郵便物認可）

テーマ１　仕事の手間に潜むムダをスリム化するテーマ１　仕事の手間に潜むムダをスリム化する
電子決裁のスリム化
　◇ 行政文書管理システムの決裁関与者を減らすことで事務処理を簡素

化・迅速化する【平成29年度後半実施】
決裁権限の下位委譲
　◇ 決裁権限の下位の職への委譲を一層進めることで事務決裁に係る手

間をスリム化する【平成29年度後半から実施】
効果の上がるミーティング
　◇ 時間管理と成果意識の徹底を行うことでコストパフォーマンスの向

上につなげる【ただちに実施】

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
推
奨
例

・事前に開催目的や獲得目標を周知する
・夕方の時間帯で開催しない
・出席者は準備して臨む
・タイムキーパーや進行補助役を決める
・30分～長くても１時間以内に終了する
・ ホワイトボードを利用する（論点整理や到達点の確認用）
・終了時に決定した事項や宿題等を全員で確認する
・出席者は上司に内容を報告する

ペーパレス・ミーティングの推進
　◇ 紙資料を使わずコスト・時間・保管場所の無駄を低減するペーパレ

ス・ミーティングを試行する【平成29年８月から実施】

テーマ２　制約をなくし、柔軟な働き方を提案するテーマ２　制約をなくし、柔軟な働き方を提案する
テレワーク（在宅勤務）の試行実施
　◇ タブレットを活用したテレワーク（在宅勤務）による柔軟な働き方

を試行する【平成29年７月24日（テレワーク・デイ）から実施】
サテライトオフィスの利用拡大
　◇ 泉北サテライトオフィスの利用要件を拡大することで職員が利用し

やすい職場にする【平成29年９月から実施】
フリーアドレスの試行実施
　◇ 座席を固定しないフリーアドレスを導入して柔軟な働き方を実践す

る【平成29年８月から実施】
咲洲庁舎の昼休み（休憩時間）の柔軟化
　◇ 昼休み時間帯を３パターン化してエレベーター利用の混雑緩和を図

る【平成29年10月から実施予定】

テーマ３　長時間労働を抑制するテーマ３　長時間労働を抑制する
上司のマネジメント力の発揮
　◇ 部局長は所属長に、所属長はグループ長に対して最大限のコストパ

フォーマンスを意識した仕事のやり方を指示し、自らが実践する
【直ちに実施】

　　　◆ たえず現状の仕事を「棚卸し」「見直す」指示を出す（例：不

い
ま
一
番
必
要
な
の
は
業
務
量
に
応
じ
た
職
員
配
置
と
長
時
間
労
働
の
是
正

　

９
月
１
日
、
府
当
局
は
「
大

阪
府
庁
版
『
働
き
方
改
革
』
第

２
弾
」
を
公
表
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
「
仕
事
に
か
か
る
手
間

の
例
」と
し
て「（
会
議
・
打
合

せ
）場
所
確
保
の
調
整
」「
庁
舎

間
の
移
動
の
コ
ス
ト
」「
受
信

メ
ー
ル
が
多
い
」「
行
政
文
書

管
理
シ
ス
テ
ム
の
決
裁
関
与
者

が
多
い
」「
手
続
・
制
度
の
こ

と
を
調
べ
た
い
が
ど
こ
に
情
報

（
答
）が
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
を
列
挙
し
、
５
つ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
「
改
革
」
の
メ
ニ

ュ
ー
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
う
し
た
事
態

が
生
じ
て
い
る
主
な
原
因
は
、

こ
の
間
の
給
与
制
度
「
改

革
」、
Ｗ
Ｔ
Ｃ
ビ
ル
の
購
入
・

咲
州
庁
舎
へ
の
移
転
な
ど
を
強

引
に
進
め
て
き
た
か
ら
に
ほ
か

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
職
場
実

態
や
業
務
内
容
、
職
員
の
意
見

を
無
視
し
て
「
日
本
一
ス
リ
ム

な
自
治
体
づ
く
り
」
を
め
ざ
し

て
、
職
員
数
を
削
減
し
続
け
て

き
た
こ
と
に
よ
り
「
母
性
保
護

や
出
産
・
子
育
て
に
か
か
る
休

暇
が
取
得
で
き
な
い
」「
長
時

間
労
働
が
恒
常
化
・
深
刻
化
し

て
い
る
」「
昼
休
み
が
十
分
に

取
れ
な
い
」
な
ど
、
働
き
づ
ら

い
状
態
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

府
職
労
は
、
府
庁
で
働
く
す

べ
て
の
職
員
・
非
常
勤
職
員
が

い
き
い
き
と
働
き
続
け
ら
れ
る

真
の
「
働
き
方
改
革
」
の
実
現

を
め
ざ
し
、
引
き
続
き
、
業
務

量
に
見
合
っ
た
職
員
数
の
大
幅

増
、
長
時
間
労
働
の
是
正
、
相

対
評
価
制
度
と
給
与
反
映
の
中

止
、
職
員
の
経
験
に
相
応
し
い

給
与
制
度
の
実
現
、
咲
洲
庁
舎

か
ら
の
撤
退
・
大
手
前
庁
舎
の

拡
充
な
ど
の
要
求
を
掲
げ
、
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

大阪府庁版「働き方改革」（第２弾）大阪府庁版「働き方改革」（第２弾）平成29年９月（抜粋）平成29年９月（抜粋）

て
」
提
案
し
ま
し
た
。

　

提
案
は
、
咲
洲
庁
舎
で
の
昼
休
み

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
が
集
中
す

る
こ
と
を
理
由
に
「
通
常
の
休
憩

時
間
帯
に
加
え
、
新
た
な
休
憩
時
間

帯
を
設
定
し
て
職
員
が
昼
休
み
を

有
効
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
通
常
の
休
憩
時
間

（
午
後
０
時
15
分
か
ら
午
後
１
時

に
加
え
て
、
①
午
後
０
時
か
ら
午
後

０
時
45
分
、
②
午
後
０
時
30
分
か
ら

午
後
１
時
15
分
と
い
う
パ
タ
ー
ン

を
追
加
し
、
概
ね
１
月
以
上
の
期
間

に
つ
い
て
指
定
す
る
と
し
て
い
ま

す
。

　

実
施
時
期
は
10
月
１
日
と
し
、
９

月
25
日
を
目
途
に
府
職
労
と
協
議

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

職
員
に
昼
休
み
（
休
憩
時
間
）

を
保
障
す
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と

で
あ
り
、
労
働
基
準
法
で
も
使
用
者
の
責

任
が
明
確
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
法
で
は
「
休
憩
時
間
は
一
斉

に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
も
明

況
が
あ
る
も
と
で
、
休
憩
時
間
を
曖

昧
に
し
、
い
っ
そ
う
休
憩
時
間
が
取

れ
な
い
事
態
と
な
る
こ
と
も
危
惧
さ

れ
ま
す
。

　

す
で
に
Ａ
・
Ｂ
勤
に
よ
っ
て
、
職

員
の
始
業
・
終
業
時
間
が
曖
昧
に
な

り
、
勤
務
時
間
管
理
が
徹
底
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
実
態
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

い
ま
、
長
時
間
過
密
労
働
が
深
刻

化
し
、
職
員
の
健
康
状
態
が
悪
化
す

る
も
と
、
各
課
や
フ
ロ
ア
ご
と
の
休

憩
・
食
事
ス
ペ
ー
ス
も
な
く
、
45
分

間
の
昼
休
み
で
は
十
分
に
休
憩
で
き

る
状
況
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
業

務
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
も
、
休
憩

・
食
事
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
や
勤
務
時

間
を
短
縮
し
、
休
憩
時
間
を
60
分
間

と
す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
根
本
的
に
は
、
そ
も
そ
も

庁
舎
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
な
い
Ｗ

Ｔ
Ｃ
ビ
ル
を
咲
州
庁
舎
と
し
た
こ
と
に
大

き
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
府
職
労
は
、
組

合
員
・
職
員
の
要
求
集
約
を
行
い
、
協
議

を
す
す
め
ま
す
。

要又は形式的な会議を見直す）
　　　◆ 資料は過剰品質としないよう指示を出して何度も資料の作り直

しをさせない
　　　◆ 部下への指示は「何を」「いつまでに」「どのレベルまで」「何

のために」処理するか明確に行う
　　　◆ 日頃から部下と話し合うなど綿密で親和的なコミュニケーショ

ンを取る
　　　◆部下に定時退庁を促して自ら率先して帰る
時間外勤務の適正な把握・管理
　◇ 上司が部下の時間外勤務の実態を適正に把握・管理するための取組

みを進める【直ちに実施】

「労働時間を適正に把握するために使用者が講ずべき措置に
関するガイドライン」（平成29年１月厚生労働省）

〈乖離の縮減〉
・ 時間外勤務の申請が適正にさ
れているか、定期的に退勤ス
リット時間等をチェックする

・ 勤務の実態を把握して必要に
応じ時間外勤務実績の補正を
する

〈実態の把握〉
・ 休日勤務実態の把握方法
の検討（だれが、どのよ
うにして行うかなど）
・ 勤務ではない場合（自主
的な研修や学習等）の取
扱いの検討

年次休暇の取得促進
　◇ 年次休暇を取りやすい雰囲気を作ることで職員が気兼ねせずに休暇

取得の促進を図る【直ちに実施】
前倒し採用の実施
　◇ 職員の急な退職や出産・育児休業など年度途中に発生する欠員に対

応するための手法のひとつとして、新たに前倒し採用（年度途中採
用）を実施する【平成29年11月から実施】

テーマ４　知識や経験を補うテーマ４　知識や経験を補う
庁内ウェブページの検索機能の向上
　◇ 経験の浅い職員が知りたい情報にアクセス・検索しやすくすること

で業務負担の軽減を図る【平成29年９月から順次実施】
次世代情報システム技術の導入
　◇ AI（人工知能）等の新たな情報技術を活用して業務プロセスのデジ

タル変革を進める【庁内ニーズを把握、検討】

テーマ５　庁内推進体制テーマ５　庁内推進体制
庁内推進体制と部局の取組みサポート
　◇ 各部局の業務特性などを踏まえ、それぞれが独自の取組みを推進し

ていくため、各部局次長を中心とした「働き方改革推進責任者会議」
を設置してその取組みをサポートする【平成29年７月20日から実施】

咲洲庁舎の昼休み柔軟化を提案
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